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113 景行天皇 霖雨
低地一帯湖水となる（日本武尊入国これを治めんのため国成の玉を埋めて退水を祈らせ
た）

⑥

506 武烈 8年 大洪水 ⑥

718 養老 2年 大洪水 霖雨数旬に亘り諸川漲溢し、田畑荒廃する ⑥

736 天平 8年 大洪水 ⑥

789 延暦 8年 大洪水 ⑥

825 天長 2年 5月 大洪水
白根山大崩壊し、且つ洪水氾濫し、国中一大湖水となり、水没せる人名田畑限りなし、
飢餓者出る（この時勅使を向わしめ水神を祀り、一の宮、二の宮、三の宮の3社に命じ、
竜王赤坂山下に水防祭を行う。これが今の幸祭である）

⑥

833 天長 10年 洪水 御勅使川氾濫し原七郷荒蕪に帰す ⑥

836 承和 3年 洪水 ⑥

864 貞観 6年 5月 25日 噴火
駿河国、富士山の西北が噴火し、熔岩が甲斐国八代郡の本栖水海に流れ込んだことを報
告する（「日本三代実録」「日本紀略」）

⑦ 864/7/6

864 貞観 6年 7月 17日 噴火 甲斐国、富士山が噴火し、熔岩が甲斐国八代郡の本栖水海及び 水海を埋め、河口湖に
迫ったことを報告する（「日本三代実録」「日本紀略」）

⑦ 864/8/26

996 長徳 2年 大洪水 ⑥

1082 永保 2年 大洪水 ⑥

1119 元永 2年 洪水 ⑥

1125 元治 2年 洪水 ⑥

1133 長承 2年 洪水 ⑥

1231 寛喜 3年 9月 大洪水 ⑥

1242 仁治 3年 9月 大雨 河川氾濫、鰍沢方面被害甚だし ⑥

1251 建長 3年 大水 田畑の被害尠なからず ⑥

1258 正嘉 2年 8月 洪水 ⑥

1283 弘安 6年 9月 洪水 ⑥

1290 正応 3年 洪水 ⑥

1291 正応 4年 大風雨 被害最も多し ⑥

1328 嘉暦 3年 洪水 ⑥

1331 元徳 3年 7月 7日 噴火 地震あり、富士山頂が100余丈崩れる（「南方紀伝」） ⑦ 1331/8/19

1373 文中 2年 9月 大風雨 ⑥

1380 康暦 2年 洪水 ⑥

1384 元中 元年 大水 ⑥

1393 明徳 元年 4月 大水 ⑥

1402 応永 9年 大水 ⑥

1418 応永 25年 9月 大風 諸国大木等折るなり ⑥

1448 文安 5年 洪水 ⑥

1468 応仁 2年 8月 大洪水 御勅使川の流域被害殊に甚だし ⑥

1475 文明 7年 大水 ⑥

1482 文明 14年 大出水 大風また大雨 ⑥

1486 文明 18年 9月 洪水 ⑥

1491 延徳 3年 7月 洪水 大風吹きまた大水出る ⑥

1492 明応 元年 6月 大水 南都留郡谷村附殊に甚だしく、民戸流亡す（桂川流域） ⑥

1495 明応 4年 8月 大風 作一本も実らず飢餓す ⑥

1496 明応 5年 9月 大風雨 諸川増水甚だしく、郡内地方は一般に作物熟せず ⑥

1498 明応 7年 9月 大風雨 低地は水、高地は風の被害あり ⑥

1500 明応 9年 6月 大風 ⑥

1501 明応 10年 7月 大雨 昼夜大雨、大水出る ⑥

1501 文亀 元年 7月 洪水 昼夜大雨降り、大水出て悉く水に成る ⑥

1504 永正 元年 洪水 ⑥

1511 永正 8年 9月 大水 国々大水出る ⑥

1512 永正 9年 豪雨 河川の増水夥しく、石和川大出水 ⑥

1518 永正 15年 8月 大風雨 大風吹いて作物悉く損す ⑥

1520 永正 17年 9月 大雨 水損 ⑥

1528 享禄 元年 6月 大洪水 田畑人家の流某亡するもの多く餓死者を出す殊に郡内地方甚だしかった ⑥

1533 天文 2年 6−9月 大雨 数回の大雨増水し穀物凶作に陥る ⑥

1535 天文 4年 4月 大風 大風吹いて皆家を損す ⑥

1536 天文 5年 6月 霖雨 言語同断餓死殊更疫病はやる ⑥

1538 天文 7年 2月 大風 2,3月大風度々吹く ⑥

1539 天文 8年 11月 大風雨 河川漲溢す ⑥

1540 天文 9年 9月 大洪水 東山梨郡栗原村（日川、笛吹川）は全村砂礫荒原となる。また御勅使川暴れる ⑥

1541 天文 10年 8月 大風雨 ⑥

1542 天文 11年 9月 大洪水
甲府盆地は泥砂の海と化し沃野も一木も青葉を留めず人畜の被害甚だし、御勅使川、釜
無川氾濫暴れる（武田信玄の治水事業この年に始まる）

⑥

1544 天文 13年 7月 大出水 富士川大出水、鰍沢附近被害多し ⑥

1546 天文 15年 8月 大雨 洪水となり、殊に郡内地方山岳の崩壊多く、田畑作物の被害頗る大 ⑥

1550 天文 19年 8月 大出水 郡内地方に餓死者出る ⑥

1554 天文 23年 9月 出水 降雨旬日に亘り各河川出水夥し、人畜農作物の被害甚だし、殊に富士川流域に多し ⑥

1555 弘治 元年 9月 風雨 ⑥

1558 永禄 元年 9月 頽 ⑥

1559 永禄 2年 大雨 俄かに雪しろ出る ⑥

1560 永禄 3年 霖雨 ⑥

1570 元亀 元年 9月 洪水 風雨加うるに洪水あり、南巨摩郡鰍沢町被害多し、富士川合流域 ⑥

1573 天正 元年 出水 大雨にて出水す ⑥

1574 天正 2年 洪水
大雨連日に亘り八ヶ岳大崩落し各河川増水亦夥しく、北巨摩北部、中巨摩南湖村流失、
民家田畑流亡す

⑥

1583 天正 11年 大洪水 笛吹川大洪水起り、殊に甲府以東に氾濫多く、流失甚だし ⑥

1593 文禄 2年 洪水 中巨摩郡下に田畑被害少なからず、三町村永源寺これがため頽廃す ⑥

1596 慶長 元年 7月 洪水 ⑥

1609 慶長 14年 9月 出水 大雨出水あり、中巨摩郡下被害多く、殊に大和田村被害甚大 ⑥

1614 慶長 19年 10月 大洪水 ⑥

1642 寛永 19年 大洪水 ⑥

1644 正保 元年 9月 出水 御勅使川氾濫し有野村他水下21ケ村水災に逢う ⑥

1645 正保 2年 大出水 御勅使川笛吹川大出水す ⑥

1653 承応 2年 9月 洪水 御勅使川氾濫し沿岸地方一帯に多大の被害を見た ⑥

1659 万治 2年 8月 洪水 大風雨 ⑥

年　月　日（日本暦）年　月　日（日本暦）年　月　日（日本暦）年　月　日（日本暦）

山　梨　県　災　害　史　年　表山　梨　県　災　害　史　年　表山　梨　県　災　害　史　年　表山　梨　県　災　害　史　年　表

被　　害　　状　　況　　等被　　害　　状　　況　　等被　　害　　状　　況　　等被　　害　　状　　況　　等

_



1665 寛文 5年 8月 大洪水 ⑥

1673 延宝 元年 9月 大洪水 県内至る処被害を見た ⑥

1674 延宝 2年 9月 出水 笛吹川出水沿岸被害あり ⑥

1675 延宝 3年 7月 大洪水 ⑥

1676 延宝 4年 8月 大洪水 笛吹川大洪水あり、又河口湖満水、人命土地の被害少なからず ⑥

1679 延宝 7年 7月 9日 洪水 作物の流亡、民家の倒壊少なからず ⑥ 1679/8/15

1681 天和 元年 9月 洪水 釜無川大氾濫し、竜王村地籍堤防決壊田畑流失多し ⑥

1682 天和 2年 出水 ⑥

1686 貞享 3年 9月 出水 ⑥

1687 貞享 4年 10月 大出水 中巨摩郡下綿作水稲に被害多し ⑥

1688 元禄 元年 9月 大洪水
笛吹川、釜無川共に大洪水、甲府盆地は一望湖水となり、人家の水氾するもの無数、人
畜の死傷少なからず

⑥

1689 元禄 2年 大洪水 笛吹川、釜無川共に所々決壊し、田畑の被害多し ⑥

1690 元禄 3年 出水 西山梨郡蓬沢地方亦水中に没し田畑の作物の収穫見ず ⑥

1691 元禄 4年 6月 出水 笛吹川筋出水、下流の被害少なからず ⑥

1692 元禄 5年 出水 長雨出水甚だしく作物稔らず ⑥

1693 元禄 6年 8月 出水 出水数度に及び農作物の被害甚だし ⑥

1694 元禄 7年 7月 洪水 田畑作物の被害大 ⑥

1694 元禄 7年 9月 ？ ⑥

1697 元禄 10年 出水 笛吹川下流に被害多し ⑥

1699 元禄 12年 9月 洪水 大風雨により洪水ある。田畑の被害大なり、殊に暴雨洪水共に郡内地方甚だし ⑥

1703 元禄 16年 11月 23日 地震(M7.9〜8.2)
（理科年表） 震央：伊豆東方沖

甲府市で震度５から６、甲府盆地南部の甲西町で震度５が推定されている（宇佐美、
1987）。旧甲府城下では甲府城の南側から西側の地域に被害（歳云録抄、楽只堂年
録）。甲府盆地の家屋被害は、潰屋134軒、半潰屋77軒、潰寺11箇所、潰蔵28軒、3160間
の土手の崩壊（楽只堂年録）。甲府盆地南部で液状化（市川文蔵家覚書、甲西町誌）。
北・南都留郡では、死者83人、負傷者14人、家屋本潰211軒、半潰れ59軒、寺7軒で、さ
らに余震で56軒半潰（楽只堂年録）。旧長池村と旧平野村（共に山中湖村）で大規模な
崩壊発生（楽只堂年録）。長池村では2ケ所で崩壊（長さ900間、幅100間）、２ケ所とも
崩壊土砂が山中湖に流入。平野村では3ケ所で発生、96箇所の耕地が被害（5石8斗4
合）。旧大月村、旧猿橋村、旧鳥沢村が被害、被害の最も大きい鳥沢村で21箇所2石3斗1
升5合の田畑被害。猿橋村では15箇所、1石7斗2升5合の田畑被害（山梨県史資料編）

⑤ 1703/12/31

1705 宝永 2年 6月 16日 豪雨
白鳥山の南側の前衛山の北向き斜面が崩れ、白鳥山との間を流れる境川が塞ぎ止められ
て新湖が出現、塩出の家屋７、8軒が浸水し、堰が切れると集落を押し流し熟睡中の３６
人が溺死

⑦ 1705/8/5

甲府と石和で震度６、甲西町落合と荊沢で震度6〜7、都留市谷村で震度５〜６（宇佐
見）。甲府盆地で死者9人、負傷者17人、甲府城下の潰屋149軒、甲府城下以外で潰屋
5621軒、寺社の潰れ217軒、堤防崩壊25459間（約41km)(10月4日末の刻甲斐国地震に付破
損之覚）。甲西町荊沢と増穂町大久保で液状化（甲西町誌、増穂町誌）。富士川沿岸地
域では死者15人、負傷者45人、家屋潰れ1599軒、寺社の潰れ37箇所（10月4日末の刻甲斐
国西東河内領破損之覚）。

⑤

御前崎で1〜2m隆起。白鳥山（467.6m)の大崩落、富士川に面した白鳥山の急傾斜地が地
震で崩落し、多量の土石が麓の橋上及び対岸の長貫集落を襲う。内房の橋上集落でも8人
が死亡、長貫集落小洞で民家7軒が埋ずまり22人が死亡、長貫八幡の社地の小山はこのと
きに出来たという。崩落した土砂は富士川を堰き止め、3日間にわたって川の水を湛水さ
せた。3日目頃から富士川の水が堆積した土石を押し流し、上流の稲子村では洪水の危機
は回避された。名が貫の地に白鳥山崩壊の犠牲者を祀る供養塔が建っている

⑦

1712 正徳 2年 1月 洪水 ⑥

1713 正徳 3年 8月 洪水 笛吹川氾濫し、沿岸諸村災厄を被る ⑥

1714 正徳 4年 6月 大出水 笛吹川大出水、本支流沿岸人家田畑の流亡するもの多し ⑥

1718 享保 3年 10月 洪水 ⑥

1720 享保 5年 7月 出水 県東部一帯各河川出水、黒駒村の一部落は全部流失せり ⑥

1722 享保 7年 9月 洪水 笛吹川、釜無各河川洪水あり堤防決壊甚だしく農作物其の他被害大 ⑥

1724 享保 9年 構図 ⑥

1727 享保 12年 7月 出水 大雨あり出水す ⑥

1728 享保 13年 9月 大洪水 笛吹川大洪水となり、沿岸の田畑人畜の損傷激甚を極めた、殊に日川村の惨状甚だし ⑥

1730 享保 15年 6月 洪水 （節婦栗女の事蹟を伝えているのはこの時である） ⑥

1731 享保 16年 8月 洪水 降雨24日、河口湖氾濫、被害激甚又国中一帯の洪水亦甚だし ⑥

1736 元文 元年 9月 洪水 ⑥

1742 官保 2年 8月 大洪水
笛吹川大洪水あり、石和方面床上3尺の浸水、同地一帯河原となる。（この水害区域甚だ
広く信州より江戸に至るまで山岳崩壊堤防決壊その後数知らず死者数万人に達した）

⑥

1745 延亨 4年 大洪水 河口湖氾濫す、石和日川村人家多数流失 ⑥

1748 寛延 元年 洪水 ⑥

1753 宝暦 3年 大洪水 ⑥

1757 宝暦 7年 6月 出水 霖雨笛吹川出水、石和地方、堤防決壊、浸水甚だし ⑥

1766 明和 3年 6月 大洪水 大風あり ⑥

1768 明和 5年 9月 洪水 ⑥

1781 天明 元年 8月 大洪水 ⑥

1782 天明 2年 7月 14・15日 地震(M7.0）（理
科年表）

震央：神奈川・山
梨・静岡県境付近

山梨県の被害はよくわかっていない。甲府盆地の被害（万代日記、歳云録抄）。震源に
近い南都留郡の山中湖村と忍野村では被害が大きかった（乍恐以書付奉願上候）。富士
山で落石発生（諸国地震記甲州異変）。

⑤ 1782/8/23・24

1782 天明 2年 9月 洪水 ⑥

1784 天明 4年 大洪水 ⑥

1785 天明 5年 出水 郡内地方出水し、河口湖氾濫す ⑥

1786 天明 6年 8月 大洪水 ⑥

1790 寛政 2年 9月 出水 荒川筋大出水あり、被害亦尠なからず ⑥

1791 寛政 3年 9月 洪水 ⑥

1792 寛政 4年 8月 洪水 ⑥

1796 寛政 8年 9月 洪水 大風雨、笛吹川最も惨を極め決壊流亡甚だ多し ⑥

1798 寛政 10年 5月 洪水 ⑥

1802 享和 2年 7月 出水 笛吹川筋出水、堤防道路崩落あり ⑥

1823 文政 6年 9月 大洪水 金川其の他各河川氾濫し、金川最も被害大きく英村一帯河原となる ⑥

1824 文政 7年 9月 大洪水 ⑥

1828 文政 11年 6月 台風 南部町
辰新田より松崎、南田、矢崎、日陰島、中の村、北坂などで堤決壊。旧何部長の被害
は、富士川堤防決壊20ヶ所、田畑流失、家屋流失11戸

⑨

1828 文政 11年 8月 大洪水 笛吹川差出水門破れ、下流18ケ村を嘗めつくし、甲府城下まで押寄せ大なる被害を与え
た

⑥

1834 天保 5年 5月 出水 大風雨 ⑥

1846 弘化 3年 8月 洪水 笛吹川差出水門破壊し、現時の青梅街道附近一帯水災受く ⑥

1847 弘化 4年 5月 洪水 笛吹川差出水門また破る ⑥

山梨県全域が大きな被害を受けた。甲府盆地の震度は6弱から6強と判断される。甲府代
官所管轄地域で全壊23軒、半壊59軒（甲州村々潰屋御手金貸渡候届書）。石和代官所管
轄地域で全壊243軒、半壊477軒、土蔵被害198箇所、寺の被害47寺、神社の被害5箇所
（甲州村々地震に付急場拝借之儀伺書：森岡太郎）。市川代官所管轄地域で全壊1500軒
余、半壊2300軒余（甲州村々地震に付急場拝借之儀伺書：新井清兵衛）。旧甲府城下で
死者3人、負傷者5人、潰屋341軒（嘉永7年寅11月4日大地震の記）。甲府盆地南部の笛吹
川沿岸と釜無川西岸地域で液状化が発生。

⑤

御前崎1〜1.5m隆起、駿河トラフ北方延長の富士川下流部で「富士川断層」が活動。白鳥
山北西斜面が大崩壊し、富士川を一時せき止め、橋上と万沢村（現富沢町）に及ぶ新湖
が修験、やがて破堤し下流に氾濫した。そのため富士川の川筋は東に移動したといわれ
る。被害は静岡県から甲府・松本にかけての地域に及んだ。

⑦

大雨 南部町 戸栗川、柳島で出水、土砂崩れ、土石流発生。旧南部町では田畑流出 ⑨
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洪水 笛吹川差出水門また破壊す ⑥

1859 安政 6年 9月 洪水 笛吹川差出水門より街道を押流し水節一帯水損を被る ⑥

1860 万延 元年 9月 洪水 大風雨、郡内出水あり ⑥

1862 文久 2年 9月 大洪水
笛吹川増水、差出水門破れて下流村民水害被ること尠なからず、また郡内地方、河口湖
氾濫す

⑥

1866 慶応 2年 9月 洪水 ⑥

大洪水
田畑一円冠水、流失家屋の破壊等あり、また中郡一帯泥水広々たる河原となる、釜無御
勅使川暴漲。

⑥

17-18日 暴風雨 明治元年災
暴風出水の被害大、金川・日川の堤防切入、笛吹川は越水、富士川筋釜無川筋の被害が
堵国大きかった。5月・7月の被害死亡3人、怪我人12人、家屋流失26軒、流失潰屋101
軒、潰屋30軒、半潰屋255軒

⑧ 1868/9/3-4

1869 明治 2年 7月 12−13日 暴風雨 明治2年災
死亡4人、怪我人3人、家屋流失18軒、潰屋117軒、半潰屋227軒、堤切所2549間、堤欠所
27間、腹付欠崩228間、堰水門35ヶ所、橋梁流失17橋、中聖牛・大川倉299組、中枠・菱
枠・沈床211組

⑧ 1869/8/19-20

1869 明治 2年 8月 洪水 大風雨 ⑥

1870 明治 3年 4/18,7/18,8月.9/7-8 暴風雨
死亡3人、怪我人7人、家屋流失3軒、埋家8軒、皆潰家23軒、潰家663軒、潰社堂その他24
軒、半潰家836軒、水浸195軒、堤切所158ヵ所・6226間、石積切所28ヵ所・1524間、堤洗
欠所36ヵ所、石積瘤出14ヵ所・140間

⑧ 1870/5/18,8/1
4,(8?),10/1-2

1870 明治 3年 10月 洪水 ⑥

1873 明治 6年 9月 大洪水 ⑥

大洪水
大風雨、富士川増水１丈７尺堤防決壊43ヶ所（延長846間）、破損45ケ所（延長893間）
農作物その他大被害

⑥

10日 人家破損62軒、その他破損40棟、堤防切所1306間、 所1647間、その他道路・橋梁・用悪
水路・井堰が流損

⑧

大雨 南部町
富士川、戸栗川、船山川で堤防決壊。旧南部町では富士川5ヶ所、戸栗川5ヶ所、船山川
2ヶ所で堤防破堤。

⑨

荒川、桂川、富士川、釜無川の増水甚だしく、死亡7人、流失家屋83戸、堤防決壊676ケ
所、破損293ヶ所、農作物その他被害甚大

⑥

14−17日

死亡6人、人家流失83軒、破損72軒、水湛2971軒、土蔵厩納屋流失52棟、土蔵厩納屋破損
100棟、水湛618棟、神社仏閣25棟、堤防切所676ヵ所・22112間、

_

所293棟・15777間、川
除破損3060ヵ所、道路毀損５６ヵ所・4783間、橋梁流失107ヵ所、橋梁毀損10ヵ所、用悪
水路井堰類破損92ヵ所4257間

⑧

1877 明治 10年 10月 11日 出水・風災
死傷者28人、居家潰2602戸、半潰1686戸、その他土蔵・物置小屋・水車・祠堂・学校な
ど多くの全潰、半潰の被害をうけている（山梨県史）

⑧

洪水
笛吹川8尺、富士川1丈2尺増水、堤防決壊61ヶ所、破損34ヶ所、道路流没150ヶ所、笛吹
川流域最も甚だしく、富士川之に次ぐ。午後猛雨盆を傾くが如く河川悉く増水

⑥

14−15日
堤防切所1058間・欠所1427間、石積切所100間・欠所35間、石腹付欠所245間、大中聖
牛・大川倉流失162組、棚牛類流失132組、中枠菱枠・沈床類流失185組、道路欠所481
間、深堀押出1016間、落橋30橋、橋台2ヶ所、仮橋8橋

⑧

1879 明治 12年 10月 洪水 富士川8尺、堤防決壊17ヶ所、破損76ヶ所に及ぶ ⑥

1880 明治 13年 10月 洪水 ⑥

1881 明治 14年 9月 洪水
暴風雨、富士川1丈5尺、釜無川9尺、笛吹川7尺、堤防決壊220ヶ所、破損569ヶ所、農作
物その他被害多く。災害は釜無川流域が最も甚だしく塩川之に次ぐ

⑥

道路 流水309箇所 ③

各河川悉く氾濫し堤防決壊4,411ヶ所、破損472ヶ所、道路流没309ヶ所、人家破損4,411戸、人民
流亡6人、農作物その他多大の損害。塩川筋で最も惨状を極む ⑥

9月 9/29-10/2 明治15年災

釜無川筋、塩川筋と笛吹川芦川の合流する三川落合の被害が大きく、合流点で逆流、溢水し上流
へ２里さかのぼった地点まで被害が及んだ。富士川・桂川流域の被害は、死者6人、負傷者１人、
流失家屋45戸、破損家屋1758戸、堤防欠潰4411ヶ所・30825間、堤防破損11473ヶ所・26772間、橋
梁流出破損196ヶ所、道路欠潰930ヵ所・61510間、用悪水路破損1051ヵ所

⑧

10月 大風雨 南部町 町内各地で河川氾濫。旧南部町で堤防決壊4411ヶ所、道路流失709ヶ所、死者6人 ⑨

1883 明治 16年 明治16年災 道路欠潰30ヶ所・2244間、堤切所30ヶ所・465間、

_

所183ヶ所・1884間、橋梁流失77ヶ所・528
間、用悪水路・井堰破損９ケ所

⑧

道路 橋梁損失大 ③

相模川、酒匂の諸川暴漲し、堤防橋梁損じたり ⑥

7月 大洪水
各河川暴濫し、死傷者29人、家屋破損300戸、浸水2111戸、流失64戸、堤防決壊598、破損753、道
路流没461、橋梁流失212、破損238、山岳その他崩壊1,900ヶ所 ⑥

8月 暴風雨 道路 道路流没212箇所・橋梁流失238箇所 ③

明治18年災
この年の災害は明治15年災に次ぐ大きなもの。死傷者29人、流失家屋64戸、道路欠潰461ケ所・
16667間、堤防欠潰598ヶ所・15965間、破損753ヶ所・13625間、橋梁流失212ヶ所 ⑧

1887 明治 20年 10月 洪水 ⑥

1888 明治 21年 7月 22−24日 洪水 明治21年災
死者3人、負傷者2人、建物破損76戸、道路欠潰85ヶ所・1349間、堤切所52ヶ所・1098間、欠所
96ヶ所・2100間、橋梁破損23ヶ所、川除破損215ヶ所、用悪水路・桶類破損112ケ所 ⑥⑧

1889 明治 22年 9月 10−11日 洪水 明治22年災

笹子峠以西の甲州街道の被害が大きく、穴山橋・船山橋も流失。河川は釜無川7尺増水、金川は
数ヶ所欠潰、荒川・貢川の氾濫、大柳川・瀧沢川・市之瀬川の氾濫があり、桃林橋の流失。富士
川・桂川流域の被害は、道路欠潰1765ヶ所・107480間、堤防切所842ヶ所・18798間、欠所1272ヶ
所・33210間、橋梁流失792ヶ所、橋梁破損1364ヶ所、川除破損6242ヶ所、用悪水路破損2753ケ
所、土木被害額60万6932円

⑥⑧

8月 洪水 桂川流域に被害多し、河口湖氾濫 ⑥

8/22-23,9/17,10/6 明治23年災

富士川・桂川流域の被害は、死者8人、負傷者16人、家屋流失3戸、家屋破損337戸、道路破損
906ヶ所・23977間、堤防切所92ヶ所・3473間、堤防破損52ヶ所・7793間、橋梁流失156ヶ所・677
間、橋梁破損286ヶ所・1095間、川除破損780ヶ所、用悪水路堰堤破損1433ケ所、土木被害額8万
7554円

⑧

9月 29−30日 台風 明治24年災
富士川・桂川流域の被害は、死者1人、家屋流失6戸、家屋破損92戸、道路破損404ヶ所・12016
間、堤防切所166ヶ所・2560間、

_

所267ヶ所・5555間、橋梁流失119ヶ所・545間、橋梁破損246ヶ
所・789間、川除破損333ヶ所、用悪水路破損118ケ所・2782間、土木被害額4万2138円

⑥⑧

10月 28日(06：38) 地震(M8.0)
濃尾地震（震
央：）岐阜県美濃
中西部

甲斐で負傷3人、家屋全壊4戸、半壊8戸 ②

12月 24日（05：35） 地震(M6.5) 震央：山梨県東部 北都留郡で家・土蔵の壁落ち、地割れ、落石などあり。震度：最大（推定４） ②

道路 道路流没1538箇所・橋梁流破1125箇所 ③

笛吹川筋（特に日川出水夥ただし）釜無川流域、御勅使川各堤防決壊多く、流失浸水多し、死者6
人、家屋破損560戸、浸水4905戸、堤防決壊183ヶ所、破損305ヶ所、道路流没1,538ヶ所、橋梁流
破1,125ヶ所、山岳その他崩壊多し

⑥

5,6月,7/22-23 降雨 明治25年災
富士川・桂川流域の被害は、死者6人、家屋流失412戸、家屋破損5252戸、道路欠潰115714間、堤
防切所8055間、欠所6494間、橋梁流失511ヶ所、橋梁破損751ヶ所、川除破損982ヶ所、用悪水路堰
堤破損772ケ所、土木被害額18万8347円

⑧

8月 洪水 釜無川氾濫（三中郡筋）、塩川、御勅使川堤防決壊 ⑥

5月〜8/18,9/20,10/14、 降雨 明治26年災
9/20は桂川流域降雨により河口湖・西湖冠水被害。富士川・桂川流域の被害は、道路欠潰9123
間、堤防切所626間、欠所1244間、橋梁流失158ヶ所、橋梁破損93ヶ所、川除破損105ヶ所、用悪水
路堰類破損263ケ所、土木被害額1万2575円

⑧

8月 10−11日 降雨 明治27年災
被害は釜無川沿岸が主で笛吹川筋は被害僅少。富士川・桂川流域の被害は、死者5人、家屋流失78
戸、家屋破損1763戸、道路欠潰23503間、堤防切所4835間、堤防欠所6289間、橋梁流失144ヶ所、
橋梁破損483ヶ所、川除破損782ヶ所、用悪水路堰堤破損1247ケ所、土木被害額8万7669円

⑧

8月 10−14日 台風
北巨摩郡の須玉川で溺死者4人、家屋浸水、田畑浸水多数、堤防・道路に被害多数（山梨日日新
聞） ①

1895 明治 28年 5/21,7/28,9/27 降雨 明治28年災 被害は僅少。被害ヶ所163ヶ所、2138間、被害額1940円 ⑧

道路 道路損壊2445箇所 ③

釜無川の浅原橋陥落、中巨摩郡の忍村・花輪村（ともに現田富町）は一面浸水、藤川出水で甲府
市内で浸水多数（山梨日日新聞）。鎌無川流域被害膨大、特に塩川上流山岳崩落、塩川筋死者33
人、家屋流失は損500戸、堤防決壊329箇所、道路流失2445箇所（山梨県政60年誌）

①

明治29年災

釜無川欠潰、笛吹川沿岸の富士川流域の被害大。富士川・桂川流域の被害は、死者30人、負傷者
39人、家屋流失258戸、浸水4303戸、道路欠潰76015間、堤防切所14872間、欠所16254間、橋梁流
失641ヶ所、橋梁破損1071ヶ所、川除破損1099ヶ所、用悪水路堰堤破損3234ケ所、土木被害額43万
9931円

⑧

9月 2−9日 台風
笛吹川石和町内で決壊一面沼湖、釜無川支流滝沢川・坪川の堤防決壊し濁流は小笠原市街中央を
一掃し各村を洗う。死者1人、行方不明2人等。住家全半壊5戸、田畑浸水610ha、堤防決壊多数
（山梨日日新聞）

①

9/8-9,9/28-30 台風 明治30年災
富士川・桂川流域の被害は、死者5人、負傷者4人、家屋流失33戸、浸水家屋1151戸、道路欠潰
20632間、堤防流失1591間、堤防欠所5753間、橋梁流失200ヶ所、橋梁破損292ヶ所、川除破損
456ヶ所、用悪水路堰類破損2338ケ所、土木被害額4万7434円

⑧

4月 3日(06:09) 地震(M5.9) 震央：山梨県中部
南巨摩郡睦合村（南部町）で山岳（安部岳）の崩壊、地面の亀裂、石碑石塔の転倒、家屋にも多
少の被害。震度：最大Ⅴ、甲府Ⅴ ①②

6月 4−5日 台風 風水中 ⑥

8〜9月 8/30-9/7 台風
河川氾濫、山岳の崩壊はなはなだしく北巨摩郡下最も被害大、死者150人、家屋流失450戸、田畑
流失1,200ha（山梨県政60年誌） ①

9月 ４−7日 台風
豪雨滝の如く河川悉く氾濫し、山岳崩壊甚だしく、北巨摩郡下最も被害大、中巨摩郡、東八代郡
これに次ぐ（侍従差遣さる）、死者150人、流失家屋450戸 ⑥

9月 6−7、24−26日 台風 明治31年災
釜無川筋の被害特に大きい。富士川・桂川流域の被害は、死者172人、負傷者221人、家屋流失
2123戸、家屋浸水11528戸、道路欠潰121522間、堤防切所38158間、欠所25925間、橋梁流失641ヶ
所、橋梁破損1858ヶ所、川除破損1116ヶ所、用悪水路堰類破損2599ケ所、土木被害額180万2232円

⑧

9月 大雨

富士川、戸栗川、船山川、小川、塩崎川各流域で堤防決壊、耕地流失、家屋浸水、大崩壊、土石
流、船舶流失。旧南部町で堤防決壊881間、家屋2651決壊。旧南部町では堤防決壊881間、耕地流
失2町9反、家屋流失26棟、家屋浸水62棟、船舶流失10艘、道路欠所192間、橋梁流失1ヶ所、温井
川斜面崩壊

⑨

3・6・7・8・9・10月 降雨 明治32年災
富士川・桂川流域の被害は、家屋流失55戸、家屋浸水1529戸、道路欠潰35207間、堤防切所5010
間、欠所8786間、橋梁流失363ヶ所、橋梁破損416ヶ所、川除破損468ヶ所、用悪水路堰類破損575
ケ所、土木被害額16万6713円

⑧
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9月 5−8日 台風 台風が甲府市近傍を通過。住家浸水60数戸、玉穂村乙黒耕地一面浸水（山梨日日新聞） ①

10月 5−7日 台風 稲果樹その他大きな被害 ⑥

1月 17日(00:14) 地震(M6.3) 震央：山梨県南部 震央付近で軽微な被害。震度：最大Ⅳ、甲府Ⅳ ①

8/21,9/27-28,10/9 台風 明治33年災
富士川流域の被害、死者2人、負傷者5人、家屋流失113戸、家屋浸水445戸、道路欠潰9966間、堤
防切所1434間、欠所4918間、橋梁流失140ヶ所、橋梁破損296ヶ所、川除破損349ヶ所、用悪水路堰
類破損567ケ所、土木被害額6万9626円、

⑧

9月 22−30日 台風
強風による被害大。死者6人、負傷者3人、家屋全壊48戸、半壊25戸、家屋浸水数百戸（山梨日日
新聞） ①

1901 明治 34年 7/1,12/26 出水 明治34年災
富士川流域の被害は、死者1人、家屋流失5戸、家屋破損60戸、道路欠潰875間、堤防切所92間、欠
所173間、橋梁流失33ヶ所、橋梁破損46ヶ所、川除破損40ヶ所、用悪水路堰類破損184ケ所、土木
被害額6297円。桂川流域の被害は、道路欠潰137間、土木被害額307円。

⑧

5月 25日(20:29) 地震(M5.4) 震央：山梨県東部
南都留郡より神奈川県にわたって地面に小亀裂、土蔵等に多少の破損、東山梨郡日陰村（大和
村）に小亀裂等の軽被害。震度：最大Ⅴ、甲府Ⅴ ①

6月 13日 出水
桂川流域の被害は、道路里道84ヶ所・1440間､護岸欠潰4ヶ所、護岸破損162ヶ所（天然河岸）、橋
梁流失14ヶ所、水制破損2箇所(砂防）ほか、土木被害額3121円 ⑧

8月 3日、7日 出水
富士川流域の被害は、道路県道8ヶ所、道路里道6ヶ所、堤防切所12ヶ所・186間、堤防欠所5ヶ
所・310間､護岸欠潰4ヶ所・88間、護岸破損8ヶ所・5間、橋梁流失27ヶ所、水制破損45ヶ所、土木
被害額7779円

⑧

7月 9日 降雨
桂川流域で被害、河口湖が増水し家屋被害はあったが被害は僅少、家屋流失7戸、家屋破損38戸、
家屋浸水65戸 ⑧

9月 23−24日 出水
富士川流域で被害は、家屋浸水48戸、道路欠潰1887間、堤防護岸2992間、橋梁破損102ヶ所、砂防
施設18ヶ所、用悪水路25ヶ所、水制破損54ケ所、土木被害額4万9339円 ⑧

7月 8−13日 台風
被害は東八代・中巨摩・東山梨郡に広がり溺死1人、行方不明1人、住家浸水は甲府市南部で著し
く302戸、ほか99戸が浸水被害、浸水田畑1,415ha ①

7月 大雨 南部町
佐野川流域、井出、十島で堤防流失、耕地流失工場流失。旧南部町では、堤防流失（甚大）、耕
地流失（甚大）、原鉱山工場流失2棟 ⑨

7/9-12,9/15-17 豪雨 明治37年災
富士川・桂川流域の被害は、家屋破損75戸、家屋浸水1704戸、道路欠潰440ヶ所、堤防誤が欠潰
432ヶ所・10019間、橋梁破損540ヶ所、砂防施設4ヶ所、用悪水路堰破損120ケ所、水制破損207箇
所、土木被害額10万6382円。

⑧

12−17日 台風

荒川の被害大、三ツ水門付近より決壊、甲府市南部の浸水２ｍ以上、上流清川・睦沢両村（敷島
町）の家屋十数戸流失。これに次ぎ塩川の被害大、韮崎町付近の被害最も大（山梨県政60年
誌）。中巨摩郡睦沢村で山岳崩壊のため行方不明3人、住家全半壊15戸、家屋流失18戸、家屋浸水
579戸以上、田畑浸水無数（山梨日日新聞）

①

13−16日 明治39年災

荒川三つ水門の土堤欠潰50間、荒川橋畔土手堤欠潰数間、濁川の濁川橋畔で調溢濁流は旧新町全
部を浸水、そのほか富士川の溢水で市内東部も浸水。塩川は駒井村絵見堂・韮崎町・塩崎村地内
で堤防が欠損し絵見堂では人家水没30戸、塩崎村地内で堤防欠潰2500余間、家屋流失6戸、浸水家
屋120個。釜無川流域で山崩れ発生。御勅使川で源村有野地区で堤防欠潰、戸根川で堤防欠潰300
余間

⑧

道路 死地に陥り大厄 ③

洪水 笛吹川左岸流域で被害大、石和町付近は一帯の川原と化して孤立した被災者が多数でた ③

22−28日

50万県民挙げて死地に陥り大厄、大小河川氾濫・山腹崩壊おびただしい（有史以来の大被害）。
最も被害大は日川・重川・御手洗川流域で日川村、一宮村で一帯は巨礫累々たる河原と化した。
死者232人、負傷者189人、家屋全壊1267戸、半壊1728戸、家屋流失4500戸，床下浸水10455戸、堤
防決壊98916箇所、破損52,918箇所、道路被害492655箇所、橋梁3,199箇所、田畑80,920、宅地被
害7,392ha、山崩れ3,353箇所（山梨県政60年誌）

①

22−25日 明治40年災
空前の大水害。死者233人、負傷者189人、家屋全潰1267戸、半潰1728戸、破損4428戸、流失4500
戸、浸水15157戸、堤防欠潰54910間、破損21937間、道路流失・埋没154369間、破損29368間、橋
梁流失1686ヶ所、破損1513ヶ所、山崩3353ヶ所（山梨県水害史）

⑧

大雨 南部町
富士川、戸栗川、船山川、小川、塩崎川各流域で堤防決壊、耕地流失、家屋浸水、道路流失、斜
面崩壊。旧南部町で堤防決壊339間、耕地流失5町2反、家屋流失6棟、道路流失754間、斜面崩壊15
町5反

8月 6−15日 台風
被害は7日から出始め全県下に及ぶ。笛吹川は堤防決壊し蓬沢村（甲府市）は一大湖水、床上浸水
多く、家屋の傾斜せるもの、いまにも倒れんとするもの等あり、死者1人、家屋被害・堤防決壊・
橋梁流失・田畑冠水多数（山梨日日新聞）

①

12月 28日(17:08) 地震(M5.8) 震央：山梨県中部 甲府市付近で壁の亀裂、石碑転倒等の軽被害。震度：最大Ⅴ、甲府Ⅴ ①

道路 被害甚大40年に劣らず ③

洪水 県下一面大洪水、荒川・塩川が大氾濫、甲府市を始め盆地一帯の被害甚大、死者24名 ③

2−17日
豪雨連日にわたり県下一面大洪水。荒川・塩川が大氾濫し甲府市はじめ盆地南部一帯の被害甚
大、氾濫面積は40年に劣らず大きい、死者24人、家屋被害・耕地被害・堤防決壊多数（山梨県政
60年誌）

①

大雨 南部町
富士川流域、北坂、岬原前田、井出区で道路破損、畑地流失、耕地浸水、道路埋没、堤防破損。
旧南部町では北坂道路破損、岬原前田畑地流失5,6町歩、井出地区で田畑流失4反、耕地浸水４町
歩、道路埋没31間、堤防破損93間等

⑨

3−5日 台風
鰍沢町の被害大、床上浸水237戸、床下浸水42戸。増穂村で溺死者2人、東八代郡で行方不明1人、
甲府市付近で床上浸水170戸、床下浸水377戸農作物被害5,124haを超え被害額も31万8102円を上回
る

①

大雨 南部町 佐野川流域で堤防決壊。佐野川筋が相当荒れた模様 ⑨

9月 22−23日 台風 中巨摩郡で被害甚大、死者54人、負傷者127人、家屋全壊2601戸、半壊1946戸（山梨日日新聞） ①

死者34人、負傷者10人 ⑧

8月 26−27日 台風 風少 ⑥

10月 1−4日 台風 季節風相応の大雨を起こし、 烈風を測る状況を呈した ⑥

8月 12−13日 台風
南都留郡谷村地方と東山梨郡神金方面で被害大、家屋倒壊5戸、半壊3戸家屋浸水70戸以上、農作
物の被害甚だしい（山梨日日新聞） ①

8月 28日 水害 大正3年災害 死傷者 ⑧

8月 29−30日 台風
県の中・西部地方が被害の中心だが、北都留郡の笹子川決壊などで死者8人、家屋倒壊・流失6
戸、家屋浸水多数（山梨日日新聞） ①

8月 台風 南部町
富士川流域、東町、柳島、戸栗川、北坂で堤防決壊工場流失、橋梁破損。旧南部町では柳島諏訪
製糸場流失、戸栗川橋損壊、東町裏以南桑園浸水1町5反、北坂県道流失30間 ⑨

6月 20日(01:01) 地震(M5.9) 震央：山梨県東部 甲府市で地下水道管の亀裂4〜5箇所、一時断水。震度：最大Ⅲ、甲府不明 ①

11−15日 水少し ⑥

南部町
富士川戸栗川、船山川、小川、塩崎川各流域で堤防決壊、橋梁流失、耕地浸水、山林崩壊。旧南
部町では堤防決壊131間、橋梁流失3箇所、耕地浸水5町2反、山林崩壊2ヶ所・9反 ⑨

1917 大正 6年 9月 9/23-10/1 台風 風水中 ⑥

6月 26日（22:46) 地震(M6.3) 震央：神奈川県
南都留郡谷村町（都留市）で石垣崩壊、石塔転倒、土蔵の壁亀裂・剥離等多く、南巨摩郡鰍沢町
でも墓石転倒、土蔵の壁脱落あり、甲府市付近で水道管破裂7〜8箇所。震度：最大Ⅳ、甲府Ⅱ ①②

9月 23−24日 台風 西八代郡古関村（下部町）で倒壊した住家の下敷きになり死者4人、負傷者4人（山梨日日新聞） ①

1919 大正 8年 9月 10−16日 台風
県内一円の被害甚大、死者15人、負傷者5人、家屋全壊189戸、半壊30戸、床上浸水30戸、床下浸
水22戸、堤防決壊30箇所、田畑浸水多数（山梨日日新聞） ①

道路 南部留郡下、被害甚大 ③

2−6日
南・北都留郡下で豪雨被害多い、道志村で道志川氾濫、道坂峠の日向山が一大音響と共に土砂岩
石崩壊し、一部落ほとんど全滅、死者15人、行方不明3人、負傷者25人、家屋被害234戸（山梨日
日新聞）

①

8月 大正9年災害 ⑧

1921 大正 10年 9月 4−9日 ⑥

1922 大正 11年 8月 23−26日 台風
県内各地に被害続出、東山梨郡下で被害多し、死者55人、負傷者3人、家屋全壊・半壊・流失5
戸、床下浸水202戸、堤防決壊12箇所、田畑浸水97ha（山梨日日新聞） ①

6月 8−9日 梅雨前線 甲府盆地で被害多く、死者1人。平等川が氾濫し床上浸水4戸、床下浸水35戸（山梨日日新聞） ①

死者20人、負傷者116人、家屋全壊1761戸、半壊4992戸、低坦地軟弱地質地域の道路沈下・亀裂、
橋梁墜落、堤防沈下。地割れ・崩壊、山・がけ崩れ等多数。地盤の液状化現象3箇所で発生。震
度：最大Ⅵ、甲府Ⅵ

①②

甲府・南北都留・中巨摩・南巨摩・西山梨の一市五郡が大被害を被った。死者20人、負傷者116
人、全壊家屋578戸、半潰家屋2225戸、国道8号線・甲府静岡線・甲府吉田線・甲府市川線の地盤
沈下・亀裂が多かった

⑧

9月 1日(16:38) 地震(M6.8) 震央：山梨県東部 震央付近で多少の被害。震度：最大Ⅳ、甲府不明 ①

9月 14−15日 台風
中巨摩・東八代・南都留郡で被害甚大、家屋倒壊3戸、埋没15戸、流失4戸、土砂流入20戸、浸水
743戸、耕地埋没210ha、浸水600ha、堤防決壊311間（山梨日日新聞） ①

10月 4日(00:54) 地震(M6.4) 震央：神奈川県
甲府市で地下水道管の亀裂4〜5箇所、一時断水。震度：最大Ⅲ、甲府不明水道管破壊、古府中・
高台・紅梅町・橘町方面で一時断水（山梨日日新聞）。震度：最大Ⅳ、甲府Ⅳ ①

1924 大正 13年 1月 15日(05:50) 地震(M7.3) 震央：神奈川県
【丹沢地震」。負傷者30人、家屋全壊10戸、半壊87戸破損439戸、国道80坪破壊、水道破損60箇
所。震度：最大Ⅳ、甲府Ⅳ ①②

8月 14−18日 台風
甲府市・西山梨郡（甲府市）の被害大。千代田村（甲府市）では豪雨のため山崩れが発生（山梨
日日新聞）。死者6人、負傷者2人、家屋全壊6戸、半壊6戸、家屋浸水1650余戸 ①

大正14年災害 ⑧

1926 大正 15年 9月 3−4日 台風
県内全般に被害。甲府市内の製糸工場や各種工場の煙突の多くが破壊、死者1人、負傷者4人、家
屋全壊59戸、半壊89戸、家屋浸水7戸、橋梁流失3箇所、被害額3万余円。ぶどう・稲作の被害も多
し（山梨日日新聞）

①

1928 昭和 3年 10月 3−8日 台風
被害は甲府市、中巨摩・北巨摩郡を中心に負傷者2人、床下浸水32戸、田畑流失・浸水124ha以上
（山梨日日新聞） ①

昭和 4年 7月 27日(07:48) 地震(M6.3) 震央：山梨県東部
北巨摩郡塩崎村（双葉町）の寺の屋根瓦落下、負傷者1人。大月駅舎の壁２間崩れ屋根瓦被害。甲
府市内某銀行ガラス戸破壊。（山梨日日新聞）。震度：最大Ⅴ、甲府Ⅳ ①②

昭和 4年 10月 25−26日 台風 風少 ⑥

1930 昭和 5年 7月 7/30-8/2 台風 水中 ⑥

6月 17日(21：09) 地震(M6.3) 震央：埼玉県西部 甲府市で水道管破損2箇所、山田町で浸水家屋8戸（山梨日日新聞）。震度：最大Ⅴ、甲府Ⅳ ①

9月 16日（21：43） 地震(M6.3) 震央：山梨県東部
子父子で水道管破裂1件、電話一部で不通、北都留郡初狩村（大月市）で堤防決壊1箇所、富浜村
（大月市）で石垣崩壊1箇所、（山梨日日新聞）。震度：最大Ⅳ、甲府Ⅳ ①②

10月 13−14日 台風 水少 ⑥

1933 昭和 8年 8月 19−20日 雷雨、大雨
甲府市の濁川が氾濫し家屋の浸水おびただし、甲府市の床上浸水160戸、床下浸水622戸（山梨日
日新聞） ①

9月 18−24日 室戸台風
死者13人、負傷者27人、家屋全壊507戸、半壊1522戸、農作物被害25,892ha、葡萄全滅状態、被害
総額395万6960円 ①④
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9月 24日（13：53） 地震(M5.2) 震央：山梨県東部 土盛りした道路亀裂、所々がけ崩れ等の軽被害。震度：最大Ⅲ、甲府Ⅱ、河口湖Ⅲ ①

8月 8/24-9/6 台風
死者8人、負傷者16人、家屋全壊2戸、半壊2戸、床下浸水28戸、田畑浸水60ha以上（山梨日日新
聞） ①

8月 27−29日 台風 全県下に亘り成熟期にあった葡萄果樹、農作物等被害著しく、総額500万円 ⑥

道路 全県下被害甚大 ③

洪水
全県下被害、特に富士川・塩川・荒川・御勅使川筋一帯で甚大な被害、死者39人、家屋全半壊・
流出223戸 ③

死者39人、負傷者21人、家屋全・半壊116戸、流失107戸、橋梁163箇所、堤防・道路の流失・決
壊・破損1112箇所、田畑流失・浸水5,483ha ①④

前線、台風
富士川、塩川、荒川、御勅使川筋一帯が激甚で県下一円に甚大な惨害を与えた。即ち堤防決壊流
失道路橋梁の流失が最大 ⑥

昭和10年災害
富士川・塩川・荒川・御勅使川筋荒れる。被災ヵ所は健康時、町村工事を併せて1600ヶ所に及
び、渓流山腹砂防の被災が多い ⑧

台風
笹子峠の山崩れで14人が生き埋めとなり死者6人、負傷者8人。そのほか死者1人、床上浸水71戸、
床下浸水2620戸、田畑浸水283ha、橋梁流失32箇所、堤防決壊27箇所、被害総額160万円（山梨日
日新聞）

①

前線、低気圧 東山梨、東八代郡の笛吹川、金川日川の流域被害多し、死者22人 ⑥

大雨 南部町
戸栗川、船山川、内船区で堤防流失、橋梁流失。旧南部町では内船区島尻堤防流失数十メート
ル、南部橋流失 ⑨

昭和11年災害 ⑧

雨量は甲府盆地内部で著しかった。死者2人、負傷者7人。南アルプスで登山者行方不明1人、床下
浸水178戸、田畑浸水130ha以上（山梨日日新聞） ①

盆地東側の山脈を境とし、盆地中部に多く、北都留郡一部及び北部山間地域は以外に少なかった ⑥

6月 28−30日 台風、梅雨前線
全権で河川の増水、氾濫、土砂崩壊等。死者2人、家屋全壊5戸、半壊6戸、床下浸水336戸農業
4,500ha、被害総額142万6800円 ①

6−8月 台風、低気圧、
梅雨前線

富士五湖の水位上昇、山中湖は忍野村の耕地をほとんど全滅せしめ、河口湖湖岸道路は冠水とと
もに周囲各村の浸水被害が多大 ①

8月 1−5日 低気圧 水中 ⑥

8月 8/31-9/3 台風
県東部・富士五湖地方で被害大。七保村（大月市）で家屋倒壊し死者2人、南巨摩郡本建村（早川
町）でも死者1人、ほかに行方不明1人、床上浸水11戸、床下浸水44戸、山中湖の増水が進み中野
（山中湖村）、忍野村両村の田畑浸水は500haあまり（山梨日日新聞）

①

昭和13年災害 ⑧

1941 昭和 16年 7月 19−22日 台風 死者1人、甲府盆地の湿水地帯を中心に2,000haを超える田畑浸水（山梨日日新聞） ①

1942 昭和 17年 9月 18−23日 台風 死者1人、家屋全・半壊3戸、家屋浸水251戸 ①

8月 4−5日 低気圧 死者2人、家屋全・半壊80戸 ①

10月 2−3日 台風 被害不明（総降水量：河口湖194.3mm、甲府105.1mm、日最大降水量：河口湖174.3mm) ①

8月 6−8日 被害不明（総降水量：甲府130.3mm） ①

12月 7日（13：35） 地震(Ｍ7.9)
東南海地震（震
央：紀伊半島南東
沖）

甲府市付近で負傷者2人、全壊住家8戸、非住家18戸、半壊住家6戸、非住家2戸、橋梁落下1箇所、
屋根瓦落下29箇所、馬1頭死亡、人の軽傷2人（山梨日日新聞）。震度：最大Ⅵ、甲府Ⅴ、河口湖
Ⅳ

①②

台風 道路 全県下被害甚大 ③

3−5日 前線、台風
各河川代増水破堤氾濫流失夥しく即ち芦川筋は最も暴威を振い、また中巨摩郡滝沢川及び東八代
の滝戸川も決壊した、また各地山の崩壊多し ⑥

3〜11日 台風
戦時中の森林過伐による山林荒廃から各地で山地崩壊。死者20人、行方不明16人、負傷者12人、
家屋全壊68戸、半壊133戸、流失153戸、橋梁流失150箇所、道路破壊241箇所、田畑流失・浸水
2,543ha

②③

7−11日 台風 アクネ台風 水少 ⑥

道路 全県下被害甚大 ③

13〜15日 カスリン台風
笛吹川上流・金川・日川・御手洗川・笹子川に被害大、死者16人、負傷者8人、住家全壊・半壊
122戸、流失44戸、橋梁流失など土木関係1,333箇所、被害総額4億4,701万円（山梨県政60年
誌）。特に東八代郡浅間村は各所に被害甚大、なお大橋梁の流失多し

①④⑥

6月 19−20日 梅雨前線
土木被害は昨年の台風の復旧工事の未完了な県東部・南部に多く1500万円。家屋浸水は笛吹川、
荒川の合流点付近が多く、床上浸水117戸、床下浸水80戸。農業被害は麦類、馬鈴薯、水稲、野菜
類に3300万円で被害総額5300万円

①

道路 家屋流失浸水 ③

田畑流失・埋没の被害は全県3,007ha、死者1人、負傷者1人、家屋全壊13戸、流失8戸、床上浸水
533戸、床下浸水3080戸、堤防破壊77箇所、道路被害63箇所、橋梁流失71箇所 ①④

笹子川筋に多く、大月市地内と北巨摩一部と東山梨郡下大 ⑥

住家半壊1戸、床上浸水13戸、床下浸水37戸、耕地の流失・埋没等1,440ha、道路決壊50箇所、堤
防23箇所、鉄道不通4箇所 ①

県南部に多く北に行くにしたがって少なかった ⑥

甲府盆地、南・北都留郡で被害大、負傷者1人、住家全壊5戸、床上浸水14戸、床下浸水48戸、耕
地被害299ha、堤防、道路など公共土木施設214箇所 ①

県南部富士川筋及び重川、日川、笹子川筋が最も多い ⑥

9月 21−23日 低気圧、前線 死者1人、住家半壊・流失2戸、床上・床下浸水12戸 ①

6月 6−14日 梅雨前線 南巨摩郡下西八代郡の南部が最も多く中巨摩郡西部之に続く ⑥

6月 8−16日 梅雨前線
韮崎市で死者1人、行方不明1人、北巨摩・西八代郡で住家倒壊2戸、流失1戸、床上・床下浸水は
甲府市を中心に272戸、大麦・小麦の被害3,666ha、土木被害143箇所 ①

7月 27−30日 台風 ヘリーン台風
南都留郡谷村町、東八代郡石和町で被害が大きく、家屋浸水13戸、田畑流失・浸水150ha（山梨県
政60年誌） ①

8月 2〜7日 熱帯低気圧、前
線

笛吹川上流部・重川・田草川筋で被害大、死者7人、行方不明1人、家屋流失・倒壊8戸、家屋浸水
1471戸、田畑流失201ha、浸水1,500ha、土木被害7億3000万円、山林被害9700万円、農作物被害
550万円（山梨県政60年誌）

①

6月 23−24日 台風、梅雨前線 ダイナ台風
家屋流失3戸、道路決壊50箇所、995万円。橋梁流失6箇所、341万円。堤防被害12箇所、784万円。
田畑被害600ha、農作物被害620万円 ①

7月 9−15日 梅雨前線 風水少

7月 29日 低気圧、前線 南アルプス北岳で高校生3人、仙丈岳で3人が遭難、死者6人 ①

家屋農作物被害大 ③

住家全壊3戸、半壊150戸、流失3戸、床上浸水13戸、床下浸水100戸、強風による農作物被害（果
樹・大豆・トウモロコシなど3,053ha、田畑の被害6,192ha。道路270箇所、橋梁48箇所など土木被
害487箇所で被害額3億8049万円

①

暴風による農作物果実に被害あり県下全般に亘る、風害は山岳地方甚大、出水は県南地方特に早
川入り及び奥地の西山村に至って甚大 ⑥

25日 昭和28年災害 ⑧

6月 前線 道路 道路破損2箇所・橋梁破損1箇所 ③

道路 橋梁破損4箇所 ③

18−20日 河川護岸決壊・破壊27箇所、2000万円。道路決壊・土砂崩れ69箇所、1700万円。橋梁流失・一部
欠損4箇所、96万円。 ①

道路 道路破損12箇所・橋梁破損1箇所 ③

17〜18日
県南部・西部山岳を中心に大雨、死者3人、行方不明2人、負傷者2人、住家全壊1戸・半壊４戸、
床上浸水19戸、床下浸水296戸、田畑流失・冠水955ha、河川178箇所、道路301箇所、橋梁39箇所
など土木被害2億7102万円

①④

9月 25−28日 台風（15号) 洞爺丸台風 死者１人、負傷者１人、住家前回4戸、半壊10戸 ①

7月 21−22日 雷雨
北巨摩郡長坂町・大泉村に豪雨有り、高川が氾濫し小海線高川鉄橋を押し11箇所。山梨市で降
ひょう152haに1372万円の被害 ①

9月 27−30日 台風（22号）、
前線

連日大雨。河川･道路88箇所、被害額6007万円 ①

10月 台風 道路 道路破損2箇所 ③

10月 台風 道路 道路破壊11箇所 ③

道路 道路破壊24箇所 ③

被害は県北西部、鎌無川から早川筋に多かった。死者1人、床上浸水26戸、床下浸水174戸、農作
物3,481ha、林地206箇所、1億844万円。農業用施設に4977万円の被害 ①④

25−27日 県西部南アルプス山系南西斜面最多雨240mm以上、次いで南東岳麓盆地に害して少なかった一時風
強し ⑥

3月 低気圧 道路 道路損壊1箇所 ③

6月 26−29日 台風(5号）、梅
雨前線

がけ崩れで家屋全壊4戸、半壊2戸、床下浸水11戸、田畑流失･埋没・冠水174ha ①

9月 台風 道路 道路損壊3箇所 ③

道路 橋梁流失4箇所 ③

9−12日 水少 ⑥

道路 道路損壊16箇所 ③

20−23日 南巨摩・南都留郡で被害が多く、行方不明1人、負傷者2人、家屋全壊3戸、床上心酔5戸、油化し
た浸水98戸、公共土木施設89箇所、農作物313ha ①

8月 台風 道路 道路損壊18箇所 ③

8月 道路 橋梁流失4箇所 ③

8月 道路 道路損壊62箇所 ③
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道路 橋梁流失29箇所・道路損壊22箇所 ③

16〜18日
死者2人、負傷者6人、住家全壊18戸・半壊10戸・流失5戸、床上浸水4戸、床下浸水94戸、堤防決
壊31箇所、道路損壊62箇所、橋梁流失29箇所、水稲3,169ha、畑作1,433ha、果樹313ha。そのほか
電力・鉄道通信施設等被害。被害総額7億7000万円

①④

17−18日 大雨に加えて烈風あり、近年稀な被害河川、道路、橋梁の損壊及び流出、収穫期を控えた稲果樹
の倒伏、落果 ⑥

9月 22−26日 台風(22号） 狩野川台風 負傷者1人、床下浸水109戸、公共土木67箇所、農作物1,764ha、被害総額2億500万円 ①

洪水
県下で大水害、死者90人、負傷者794人、家屋流出・全半壊6,535戸、浸水家屋14,445戸、水陸稲
16,000ha・6,400t ③

明治40年8月台風以来の大災害。死者66人、行方不明24人、負傷者794人、家屋全壊1659戸・半壊
4574戸、一部破損31640戸、流失303戸、床上浸水2615戸、床下浸水11830戸、河川944箇所、道路
744箇所、橋梁356箇所、耕地流失・埋没2,173ha、そのほか農林業関係に被害甚大。被害総額314
億7300万円、災害救助法適用48市町村

①④

未曾有の大暴風各河川の大氾濫続出、家屋田畑の流失と多数の犠牲者を出した。また、倒壊千数
百戸その他甚大全県下に多数の倒壊家屋を含む風害が大、7000戸に及ぶ、早川流域を中心とした
県西部に特に水害多、葡萄はじめ一般農作物も甚大

⑥

14日 昭和34年災害 県下大被害をうける

8〜9月 台風 道路 道路損壊936箇所・橋梁流失417箇所 ③

8〜9月 台風 道路 道路欠潰13箇所 ③

台風（7号） ⑥

旧南部町全域で被害。堤防決壊22ヶ所、耕地流失冠水50町、橋梁流失12ヶ所、道路決壊97ヶ所、
山地崩壊58ヶ所、罹災世帯480戸、軽傷16人 ⑨

洪水
台風7号災害の復旧中に再度被災、韮崎市韮崎本町で破堤（L=300m)、田富村臼井阿原で高水敷・
堤脚部浸蝕（L=200m) ③

伊勢湾台風

韮崎市では7号台風で釜無川の川床が上がっていたため応急堤防が決壊し、市街地を本流が流れ
た。風による被害は甲府盆地中心部から県南部山岳地帯で大きく、中巨摩郡田富村・玉穂村・昭
和村、甲府市の一部、東八代郡豊富村、西八代郡三珠村・市川大門町、南巨摩郡中富町などで、
国道上に家が将棋倒しになる惨状が各所で見られ、倒れた家屋の下敷きとなった死亡者者・重軽
傷者は100人あまり。死者15人、負傷者105人、家屋全壊1494戸・半壊5565戸、一部破損21516戸、
流失44戸、床上浸水502戸、床下浸水963戸、河川192箇所、道路192箇所、橋梁61箇所、耕地流
失・埋没139ha、そのほか農作物にも被害甚大。被害総額89億7300万円、災害救助法適用49市町村

①④

南部町
旧南部町全域で風害・水害。堤防決壊22ヶ所、耕地流失冠水50町、橋梁流失12ヶ所、道路決壊
97ヶ所、山地崩壊58ヶ所、罹災世帯480戸、軽傷16人 ⑨

戦後最大の被害発生、公共土木施設被害2063ヶ所、被害額110億円余、死者・負傷者1004人 ⑧

1960 昭和 35年 8月 道路 道路欠潰1箇所 ③

道路 道路欠潰2箇所 ③

14−16日 南岸低気圧。南巨摩郡中富町の富士川で増水のため工事用の吊り橋から作業人夫4人が流され行方
不明1人。増水や土砂崩れで道路4路線で通行止め ①

6月 前線 道路 道路損壊309箇所・橋梁流失95箇所 ③

台風 道路 道路損壊1箇所 ③

梅雨前線・低気
圧 洪水 釜無川・笛吹川・富士川の護岸欠潰など多数 ③

梅雨前線

東山梨郡の大沢山で崖崩れが発生し西の沢をせき止め、土石流となって牧丘町北原地区を襲い、
住家全壊2戸、半壊10数戸、死者5人。また笛吹川本流が高水位となり、平等川・濁川が逆流し、
甲府市南部で床上浸水200戸、床下浸水1700戸。国道20号・141号、国鉄身延線・小海線が土砂崩
れで不通。死者5人、行方不明1人、負傷者5人、家屋全壊4戸・半壊15戸、流失5戸、床上浸水837
戸、床下浸水5205戸、河川571箇所、道路430箇所、橋梁流失72箇所、土木・林業被害額18億9892
万円

①④

前線、台風
（36.6豪雨）

3市7町村にわたり死者5人、行方不明1人、流失家屋5戸、床上浸水837戸があり、特に鼓川の山津
波坪川の決壊があった ⑥

9月 15〜16日 台風（18号） 第2室戸台風
県南東部と富士五湖地方被害大。負傷者18人、家屋全壊44戸・半壊211戸、床上浸水5戸、床下浸
水50戸、田畑冠水305ha、河川68箇所、道路154箇所、橋梁8箇所、農作物13,041ha等、被害額8億
8906万円。峡東郡内方面の風による被害

①④⑥

6・9月 昭和36年災害 ⑧

6月 道路 道路損壊山崩れ若干 ③

6月 台風 道路 道路損壊13箇所 ③

道路 橋梁流失2箇所 ③

23−25日 台風(20号）
負傷者5人、住家全壊11戸、半壊47戸、道路損壊13箇所、通信施設560回線、農作物4,311haの被害
総額3億8313万円 ①

道路 道路損壊31箇所 ③

26−27日 甲府市が被害の中心。負傷者1人、床上浸水30戸、床下浸水316戸、田畑冠水190ha、道路損壊31箇
所 ①

8月 台風 道路 道路土砂崩れ7箇所 ③

道路 道路損壊24箇所・橋梁流失2箇所 ③

9−10日 被害は県南部で多く発生。負傷者2人、家屋全壊1戸、半壊7戸、道路損壊24箇所、農作物6,286ha
など被害総額7億1140万円 ①

道路 道路損壊115箇所・橋梁流失31箇所 ③

13〜17日

甲府盆地以西では大雨により浸水家屋、田畑の流失・埋没・冠水が多く、各所で道路や堤防の決
壊、橋の流失があり交通が麻痺した。死者１人、負傷者7人、家屋全壊4戸・半壊34戸、床上浸水
107戸、床下浸水666戸、耕地被害213ha、堤防決壊24箇所、道路破損115箇所、橋梁流失31箇所、
通信施設745回線

①④

5〜9月 台風6・17・23・
24号 昭和40年災害 ⑧

6月 27〜28日 台風（4号）
死者1人、行方不明1人、負傷者3人、床上浸水249戸、床下浸水１449戸、田畑流失・埋没・冠水
3,835ha、河川419箇所、道路347箇所、橋梁17箇所、被害総額20億525万円 ①④

7月 22日 寒冷前線・大雨
甲府市・東山梨郡の一部に局地的豪雨。甲府市北部の山間地で山崩れが各所で発生。死者1人、負
傷者57人、住家全壊25戸・半壊79戸、床上浸水1492戸、床下浸水13036戸、河川152箇所、道路20
箇所、橋梁20箇所、田畑流失・埋没41ha、農作物2,063ha、被害総額41億6598万円

①④⑧

道路 道路損壊645箇所・橋梁流失189箇所 ③

洪水
芦川・笛吹川上流地などで大きな山崩れが発生、一部落全滅などを始め大惨事となった。笛吹川
で破堤・欠潰など ③

21〜25日

山地では各地で山崩れ・山津波が多数発生。足和田村根場・西湖地区が壊滅的被害。死者143人、
行方不明32人、負傷者252人、家屋全壊・流失322戸・半壊646戸、床上浸水2647戸、床下浸水
12536戸、道路645箇所、橋梁流失189箇所、通信施設444回線、田畑流失・埋没・冠水3,270ha、被
害総額275億円

①④

25日 昭和41年災害
御坂山系を中心とした各地に大被害、土木被害額104億円余。特に西湖畔の足和田村根場付近が激
甚な被害、公共土木施設の被害2968ヶ所、死者・負傷者427人 ⑧

南部町 中小河川で氾濫、山崩れ､土石流、旧南部町では中小河川の氾濫、内船居里で土石流、女自死亡 ⑨

1967 昭和 42年 8月 1日 大雨、ひょう
甲府市中心部に激しい雷雨と降ひょう。床上浸水42個、床下浸水573個、桑・果実など約140ha、
一時断水20000戸、停電3000戸 ①

7月 台風 道路 道路損壊17箇所 ③

8月 9日 雷雨 甲府盆地を中心に激しい雷雨。甲府市の藤川が氾濫、床下浸水143戸 ①

7月 5日（05：38） 地震(Ｍ5.3） 震央：山梨県南部 南都留郡鰍沢町の剣道土砂崩れ1箇所、田埋没20a。震度：最大Ⅲ、甲府Ⅲ、河口湖Ⅲ ①

道路 道路損壊28箇所 ③

25−29日 主な被災地は富士川流域。床下浸水25戸、道路損壊28箇所、果実落下・稲の倒伏・桑・野菜など
180ha、被害総額2億5000万円 ①

南部町
戸栗川流域ほかで河川氾濫、山崩れ、土石流。旧南部町では河川氾濫20ヶ所、戸栗川支流で崩
壊・土石流 ⑨

6月 26日 大雨（日本海低
気圧）

県南部で大雨。家屋半壊2戸、床下浸水５戸、農業被害509ha、被害額7726万円 ①

7月 台風 道路 道路損壊24箇所 ③

道路 道路損壊14箇所 ③

洪水 川内地方・早川入で土砂崩れ、富士川・笛吹川で法面崩壊・堤脚洗掘 ③

7/31-8/5
県南部で林道の崩壊が多数発生。盆地東部の果樹や野菜、富士五湖地方の高原野菜に被害。負傷
者1人、家屋一部破損等16戸、床上浸水⑤戸、床下浸水34戸、田畑流失・冠水53ha、農作物
4,800ha、通信施設150箇所

①

8月 20日 寒冷前線、雷雨 甲府市南部・南東部の低地で床下浸水231戸、県東部・南部で落雷による停電23000戸 ①

6月 14−16日 梅雨前線
床上浸水6戸、床下浸水182戸、田畑流失・冠水178ha、土木関係340箇所、通信300回線、被害総額
12億6602万円 ①

道路 道路損壊305箇所・橋梁損壊10箇所 ③

洪水 富士川・笛吹川で護岸根固流失・河岸欠潰など ③

7月 6−8日 台風(13号）
上九一色村で局地的な豪雨。床上浸水24戸、床下浸水256戸、田畑流失・冠水259ha、被害総額5億
881万円 ①

7月 23日（07：07） 地震(Ｍ5.3） 震央：山梨県東部
住家等一部破損4戸、非住家1戸、道路1箇所、山・崖崩れ5箇所、北都留・南都留郡内で窓ガラス
破損、壁剥落、屋根瓦落下。震度：最大Ⅲ、甲府Ⅲ、河口湖Ⅲ ①②

7〜9月 台風 道路 道路損壊240箇所・橋梁損壊10箇所 ①

9月 26日 台風(29号） 甲府市内を中心に家屋の浸水被害あり。床上浸水4戸、床下浸水63戸、田畑流失・冠水3ha ③

台風（6号） 洪水 富士川・笛吹川・御勅使川で洗掘 ③

9〜12日 梅雨前線・大雨
県南部・東部を中心に被害。死者1人、建物半壊2戸、床上浸水9戸、床下浸水14戸、道路損壊19箇
所、耕地41ha ①④

7月 14−15日 台風(6号）
死者1人、建物負傷者1人、建物半壊1戸、床上浸水1戸、床下浸水18戸、崖崩れ39箇所、被害総額
15億5519万円 ①

7月 22−24日 台風(9号）
甲府盆地内の浸水被害が目立った。家屋半壊1戸、床上浸水12戸、床下浸水215戸、水田11ha、農
作物被害101ha ①
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7〜9月 台風 道路 道路損壊511箇所・橋梁損壊25箇所 ③

9月 14〜17日 台風（20号）
死者2人、負傷者16人、住家全半壊29戸、床上浸水18戸、床下浸水356戸、河川159箇所、道路199
箇所、農作物12,532ha ①④

1973 昭和 48年 9〜10月 秋雨前線・集中
豪雨 道路 道路損壊29箇所 ③

7月 ４−7日 台風(8号）、梅
雨前線

負傷者1人、住家全壊2戸、床上浸水1戸、床下浸水122戸、耕地冠水3ha、橋梁流失2箇所 ③

7〜9月 台風 道路 道路損壊488箇所・橋梁損壊22箇 ③

8月 17日 昭和49年災害 ⑧

8月 8/30-9/2 台風(16号） 死者1人、負傷者2人、床上浸水3戸、床下浸水61戸、農林業6278万円 ①

6月 10日 雷雨
甲府市を中心に局地的な大雨。床上浸水3戸、床下浸水209戸、土木施設17箇所、農林業用施設53
箇所、被害総額1億9465万円 ①

7月 3〜4日 南岸低気圧、梅
雨前線

死者1人、床上浸水1戸、床下浸水90戸、耕地冠水75ha、農業用施設97箇所、林業用施設272箇所、
道路損壊52箇所等、被害総額8億159万円 ①④

7〜8月 梅雨前線・台風 道路 道路損壊341箇所・橋梁損壊12箇所 ③

8月 台風（6号） 洪水 富士川・笛吹川で河岸洗掘など ③

6月 16日（07：36） 地震(Ｍ5.5） 震央：山梨県東部
県東部で住家等一部破損77戸、道路22箇所、河川1箇所、田畑31箇所、農業用施設79箇所、商工被
害7件、水道施設1件、その他5件。震度：最大Ⅳ、甲府Ⅲ、河口湖Ⅳ ①②

道路 道路損壊309箇所・橋梁損壊12箇所 ③

洪水 富士川・笛吹川で河岸洗掘など ③

7〜14日 死者1人、床上浸水7戸、床下浸水601戸、耕地流失・埋没・冠水243ha、農業用施設501箇所、道路
278箇所、河川352箇所、橋梁12箇所等、被害総額45億1414万円 ①④

18日 富士川・笛吹川で河岸洗掘など ③

16〜18日 死者1人、床上浸水406戸、床下浸水1717戸、耕地冠水1,332ha、農業用施設588箇所、道路損壊18
箇所、河川388箇所、橋梁4箇所、被害総額50億9638万円 ①④

9月 7日 台風9号 昭和52年災害 ⑧

9〜11月 台風 道路 道路損壊396箇所・橋梁6箇所 ③

1月 14日（12：24） 地震(Ｍ7.0）
震央；伊豆大島近
海

「1978伊豆大島近海地震」。南都留郡忍野村で水道用施設1箇所、農道1箇所、被害額4000万円。
震度：最大Ⅴ、甲府Ⅲ、河口湖Ⅲ ①

7月 8日 雷雨
甲府盆地を中心に局地的な大雨。行方不明1人、床上浸水154戸、床下浸水1484戸、農業用施設27
箇所、停電20000世帯、被害総額8億444万円 ①

7〜10月 雷雨、大雨 道路 道路損壊40箇所 ③

9月 9/24-10/1 台風（16号） 住家半壊2戸、道路24箇所、農作物958ha、被害総額4億9202万円 ①

9〜10月 台風 道路 道路損壊387箇所・橋梁損壊13箇所 ③

洪水 富士川・笛吹川で河岸洗掘など ③

6−7日 農業用施設55箇所、林地222箇所、道路6７箇所、河川191個所、被害総額18億9908万円 ①

洪水 富士川・笛吹川で河岸洗掘など ③

18−19日 負傷者8人、住家4戸、半壊3戸、床上浸水32戸、床下浸水257戸、農作物928ha、農業用施設311箇
所、道路283箇所、林業用施設272箇所、橋梁10箇所、河川343箇所、被害総額78億8393万円 ①

18日 昭和54年災害 ⑧

4月 14日（19：09） 地震(Ｍ4.5） 震央：山梨県東部 都留市金井で石垣崩壊1箇所（山梨日日新聞）。震度：最大Ⅲ、甲府Ⅲ、河口湖Ⅲ ①

洪水 富士川で河岸洗掘など ③

22−23日 床上浸水2戸、床下浸水32戸、農作物被害604ha、農業用施設578箇所、道路173箇所、河川269箇
所、被害総額51億6797万円 ①

国道20号
上野原町新田倉地先で路肩石横擁壁崩壊。上野原町四方津地先で土砂崩落（3,000㎥)、大月市笹
子町久保地先で道路決壊（L=110m) ③

国道52号
富沢町万沢地先で盛土崩壊（1,200㎥)。中富町切石地先で道路片側決壊（71.9m)。中富町下伊沼
地先で路面沈下（L=100m) ③

洪水 富士川・早川・浅利川・滝戸川・重川で河岸洗掘など ③

1〜3日 死者7人、負傷者31人、住家全壊30戸・半壊35戸、床上浸水527戸、床下浸水1143戸、河川1340箇
所、道路1125箇所、橋梁56箇所、耕地流失・埋没・冠水574ha、被害総額868億8218万円 ①④

2日 早川流域に大災害発生 ⑧

南部町
旧南部町全域で道路決壊、橋梁流失、耕地埋没、家屋浸水。旧南部町では町道佐野線決壊32ヶ
所、万栄橋流失、富栄橋変形、下井出地区水田埋没 ⑨

洪水 富士川で河岸洗掘など ③

10〜12日
行方不明1人、負傷者4人、住家全壊4戸・半壊6戸、床上浸水271戸、床下浸水836戸、河川388箇
所、道路308箇所、橋梁22箇所、農作物1,867ha、農業用施設555箇所、通信回線637回線、被害総
額115億6876万円

①④⑧

9月
台風（10・18
号）、低気圧、
前線

台風10号・18号などにより河口湖の水位が上昇し続け、基準水位より103cm高くなり、湖畔道路、
公園、ホテル、文化施設などが浸水 ①

8月 8日（12：47） 地震(Ｍ6.0） 震央：山梨県東部
県東部を中心に被害は19市町村に及び、特に大月市付近に被害集中、負傷者5人、住家半壊1戸、
一部破損278戸、非住家13戸、田147箇所、農業用施設55箇所、商工被害78件、道路21箇所、停電
全世帯の66％等、被害総額3億5149万円。震度：最大Ⅳ、甲府Ⅳ､河口湖Ⅲ

①

国道52号 身延町小田船地先で路肩流失（150㎥)。富沢町万沢地先で路肩流失（55.60㎥) ③

洪水 富士川・重川で河岸洗掘など ③

14−17日
6号が先行上陸。被災地は18市町村に及び、富士吉田市・河口湖町に災害救助法適用。死者2人、
負傷者22人、住家全壊12戸・半壊68戸、床上浸水534戸、床下浸水2651戸、河川986箇所、道路483
箇所、橋梁26箇所、耕地流失・埋没106ha、被害総額282億5925万円

①④

南部町
富士川、戸栗川流域で河川増水、橋梁落下。旧南部町では火祭り「百八たい」流失、戸栗川橋歩
道橋落下

国道20号 白州町上教来石地先で新国界橋橋脚基礎洗掘 ③

洪水 富士川で河岸洗掘など ③

1984 昭和 59年 9月 14日（08：48） 地震(Ｍ6.8） 震央：長野県西部
「昭和59年（1984年）長野県西部地震」。南巨摩郡を中心に道路23箇所（剣道8、市町村道15）の
被害。（山梨県防災会議地震部会資料）。震度：最大Ⅳ、甲府Ⅳ、河口湖Ⅲ ③

洪水 富士川で河岸洗掘など ③

6/29〜7/1

公共土木施設をはじめ、各地で土砂崩れが発生し、主要道路の不通、農業被害などが相次いで発
生。南部町で土砂崩れのため住宅が全壊し、、死者1人、負傷者2人。住家全壊2戸、床上浸水3
戸、床下浸水123戸、河川579箇所、道路191箇所、田畑流失・埋没274箇所、被害総額130億5300万
円

①④

南部町 佐野地区で土砂崩れ、家屋破損。旧南部町では佐野地区の土砂崩れで家屋全壊し死者1人 ⑨

8月 4−5日 台風(10号） 道路85箇所、河川280箇所、被害総額44億1373万円 ①

国道20号 上野原町新田倉地先で土砂崩落（50㎥) ③

2−3日 道路25箇所、河川53箇所、被害総額8億4823万円 ①

3月 18日（05：34） 地震(Ｍ6.0） 東京湾
甲府市、中巨摩・南巨摩・東八代・西八代郡の9市町村17000世帯で2分間の停電（山梨日日新
聞）。震度：最大Ⅳ、甲府Ⅲ、河口湖Ⅳ ①

9月 5日（00：49） 地震(Ｍ5.6） 震央：山梨県東部
富士吉田市で上水道濁り供給停止、石垣崩落3箇所（大月市1、南都留郡西桂2）（山梨日日新聞。
震度：最大Ⅳ、甲府Ⅳ、河口湖Ⅳ ①②

9月 24−25日 南岸低気圧、前
線

農業施設57箇所、道路71箇所、河川213箇所、被害総額38億8910万円 ①

7月 7/29-8/1 台風（12号） 県東部
県東部で公共土木施設や農業用施設に被害が発生。農業用施設27箇所、道路88箇所、河川92箇
所、被害総額38億7112万円 ①

国道52号 身延町波木井地先で路肩土砂流出（5,600㎥) ③

洪水 笛吹川で河岸洗掘など ③

26−27日 床下浸水77戸、道路80箇所、河川164箇所、農林業用施設158箇所、被害総額35億174万円 ①

洪水 石和観測所で警戒水位を越え2.37mを記録 ③

2−4日 県南部
県南部を中心に雷雨。負傷者2人、床上浸水6戸、床下浸水326戸、道路83箇所、河川45箇所、被害
総額16億1457万円 ①

2月 20日(15:53) 地震(Ｍ6.5）
震央：伊豆大島近
海

北都留郡上野原町で土砂崩れ、道路不通1箇所、河川護岸崩壊1箇所、被害額6540万円。震度：最
大Ⅳ、甲府Ⅱ、河口湖Ⅲ ①

洪水 富士川・笛吹川・天川で河岸洗掘など ③

床下浸水3戸、農業用施設233箇所、道路110箇所、河川252箇所、被害総額68億1692万円 ①

洪水 富士川・笛吹川・早川・鎌田川・浅利川で河岸洗掘など ③

19−20日 県南部
県南部を中心に被害が出た。負傷者1人、住家全壊2戸、床上・床下浸水107戸、農業用施設73箇
所、道路59箇所、河川33箇所、被害総額19億529万円 ①

国道52号 富沢町大字福士字真篠で土砂崩落（200㎥) ③

洪水 2観測所で警戒水位、2観測所で指定水位を越え、清水端で3.50mを記録 ③

30日 床下浸水18戸、道路32箇所、河川25箇所、被害総額12億3073万円 ①

国道20号 大月市初狩町下初狩で土砂崩落（700㎥)、被災8名（死者4名、軽傷1名） ③

洪水 笛吹川で河岸洗掘など ③

20〜21日 県東部・富士五湖
地方

台風の間接的影響による大雨。東部・富士五湖地方に被害大、死者7人、行方不明1人、負傷者3
人、住家全壊3戸・半壊13戸、床上浸水148戸、床下浸水440戸、河川248箇所、道路172箇所、農業
用施設141箇所、被害総額127億5170万円

①④

8月 台風（12号・14
号） 国道20号 大月市初狩町下初狩で土砂崩落（50㎥) ③
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洪水 釜無川で河岸洗掘など ③

30−31日 床上浸水3戸、床下浸水5戸、農業用施設37箇所、道路20箇所、河川46箇所、被害総額21億6964万
円 ①

国道52号
身延町波木井で橋脚洗掘傾斜（1基）、上部工沈下（L=40m)。身延町下山で擁壁倒壊（L=22m)。身
延町小田船原で擁壁仙窟倒壊（L=30m) ③

洪水 富士川・笛吹川・早川・鎌田川・浅利川で河岸洗掘など ③

18〜19日 県中央部から南部
山沿い

県中央部から南部の山沿い地方で被害大。芦川村に土砂崩れ・土石流、六郷町で地すべり発生、
死者1人、行方不明1人、負傷者2人、住家全壊10戸・半壊2戸、床上浸水94戸、床下浸水632戸、河
川296箇所、道路184箇所、田畑流失・埋没37ha、農業用施設201箇所、被害総額132億5589万円

①④

南部地区明治町で家屋浸水、旧南部町では水路の水が溢れ多くの家屋が浸水 ⑨

9月 豪雨 国道52号
身延町波木井で土砂崩落（1,500㎥)。南部町大和で土砂崩落（3,700㎥)。南部町万沢で法面崩落
（1,500㎥)。南部町中野で法面崩落（2,500㎥) ③

8−10月 台風・前線の長
雨 富士五湖地方

富士五湖地方の降水量は平年の3倍前後となり、河口湖を除き各湖とも基準水位を上回り湖畔道路
や住家、公共施設などに冠水や浸水の被害。住家床上浸水7戸、床下浸水6戸 ①

1992 平成 4年 12月 8日 低気圧、大雨 富士山
富士山6合目付近で大雨による融雪で大規模な土石流が発生し、山梨県富士山安全指導センターが
全壊、兼営富士山有料道路が4箇所で土砂に埋った ①

集中豪雨 鰍沢町栄町で土砂流出（100㎥)。鰍沢町箱原で土砂流出（250㎥) ③

25−26日 台風(4号）、梅
雨前線 県中・西部

県の中・西部を中心に被害が出た。床下浸水48戸、道路49箇所、河川109箇所、被害総額21億6826
万円 ①

3月 6日（23：35） 地震(Ｍ5.3） 県東部
県東部を中心に被害は13市町村に及び、特に都留市、山中湖村で住家被害大、負傷（軽傷）3人、
住家一部破損86戸、水道被害3901戸、ガス被害（供給停止）200戸、鉄道不通3箇所等、被害総額1
億4971万円。震度：河口湖５､下部４、甲府３

②

9月 21−22日 台風(17号）
住家半壊10戸、耕地流失・埋没1ha、道路29箇所、山・崖崩れ1箇所、農業被害3ha、被害額26億
6000万円 ②

1997 平成 9年 6月 20日 台風(7号）、前
線

住家全壊1戸、道路損壊10箇所、山・崖崩れ169箇所、農業被害94ha、林業被害166箇所、被害額5
億9774万円 ②

8月 26−31日 台風(4号）、前
線

住家半壊5戸、床上・床下浸水17戸、耕地冠水7ha、道路損壊64箇所、鉄軌道被害1箇所、山・崖崩
れ133箇所、農林業被害191箇所、被害総額34億466万円 ②

洪水 富士川・笛吹川・重川で河岸洗掘など ③

15−16日
死者1人、住家半壊17戸、床上浸水43個、床下浸水274戸、耕地流失・埋没2ha、道路損壊150箇
所、鉄軌道被害3箇所、山・崖崩れ6箇所、農業被害3978ha、林業被害179箇所、被害総額73億5496
万円

②

1999 平成 11年 8月 熱帯低気圧 洪水 富士川で河岸洗掘など ③

2000 平成 12年 9月 秋雨前線豪雨 洪水 富士川で河岸洗掘など ③

2001 平成 13年 9月 台風（15号） 洪水 富士川で河岸洗掘など ③

※）月日(日本暦）が西暦と異なる明治３年以前について西暦で示した
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